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Lisa Ruhanen is a Professor in Tourism and Deputy Head of the UQ Business
School (Graduate Education, Tourism and Marketing) at The University of
Queensland. She has undertaken academic and consultancy research projects in
Australia and overseas in the areas of Indigenous tourism, sustainable tourism and
policy, planning and governance. Lisa has more than 150 academic publications and
is co-editor of the book, Indigenous Tourism: Cases from Australia and New
Zealand. Lisa is a Senior Fellow of the Higher Education Academy and UN
Tourism TedQual Advisory Board member.

“Tourism Education from Diverse Perspectives” 多様な視座から考える観光教育
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博士（商学）。一般社団法人日本宿泊産業マネジメント技能協会理事。大学卒
業後、航空系ホテル企業にて国内をはじめ海外ホテルズの運営・開発を中心に
従事。その後、専門学校、大学にてホテルマネジメントを中心にホスピタリテ
ィ分野の研究・教育に携わる。現在、実務家としてホテル企業や不動産企業等
の執行役員を務める。専門分野：ホスピタリティ業における人的資源管理。

Dr. Yumiko HORITA
和歌山大学 観光学部 教授
堀田 佑三子 教授

神戸大学自然科学研究科博士後期課程修了。博士（工学）。
都市政策及び余暇・観光の健全な発展、魅力的な地域生活空間の創出に関する
調査研究を行っている。

Mr. Yuki NISHIZAWA
和歌山県立神島高等学校 教諭
西澤 優季 氏

和歌山県田辺市出身。県立神島高等学校で２年間講師として勤務。2016年から
教諭として県立和歌山商業高等学校へ赴任。科目「電子商取引」「課題研究」
において楽天トラベルでの商品販売実践や地域課題解決に取り組む。2022年に
現任校に異動後、2023年は和歌山大学観光学部専門職大学院および南紀みらい
(株)で研修。2024年から現場に戻り、新設科目「観光ビジネス」や課外活動
「神島屋」「神島塾」で地域と連携した学習に取り組む。
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